
令和７年度第４回大分県総合教育会議 議事要旨

【日 程】
日 時　令和８年３月１２日（木）
開会1６時００分　 閉会１７時００分
場 所　県庁本館４階　第一応接室

【出席者】
大分県知事       佐 藤 樹 一 郎
大分県教育長  　 山 田 雅 文
大分県教育委員   高 橋 幹 雄
大分県教育委員　 鈴 木    恵
大分県教育委員　 岩 武　茂 代
大分県教育委員　 岡 田　豊 弘

【協議事項】
　①令和８年度 教育に関する主要施策について
　②大分県立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画
　　の策定について

【発言要旨】

・スクールカウンセラーの増員や児童虐待防止、文化財保護、グローバル人材育成など、　
　教育課題や子どもを取り巻く環境に対応した予算編成について評価するとともに、スタ
　ンフォード大学との連携など人材育成の取組への期待が示された。
・婚姻数の増加を踏まえ、子育てや教育に係る経済的負担の軽減を進めるとともに、子育
　てしやすい県としての施策の発信を強化することが重要との意見があった。
・教員の働き方改革について、部活動の在り方、外部委託やICTの活用などを通じ、実効
　性ある業務改善を進める必要があるとの意見が出された。


【各委員の主な発言】

（知事）
・県内の婚姻数が増加しており、将来的な出生増につながる可能性がある。子育てや教育
　に係る経済的負担を整理し、子育てしやすい県としてのメッセージ発信が重要。
・教員の働き方改革については、ICTや外部サービスの活用なども含め、実効性のある業
　務改善策を検討していく必要がある。
（教育長）
・こども政策局など福祉部門との連携を強化し、家庭環境など学校だけでは解決できない
　課題への対応を進めていくことが重要。
・働き方改革については、業務の外部委託や勤務時間外の電話への自動音声対応など、学
校の負担軽減につながる取組を進めていきたい。
（高橋委員）
・グローバル人材育成やサポートスタッフ、スクールカウンセラー配置など、教育環境を
　支える予算措置は重要であり評価できる。
・教員の働き方改革については、ICT活用や業務の効率化などを進め、学校現場の負担軽
　減につなげることが必要。
（鈴木委員）
・学校施設の環境整備や教育費負担軽減は重要であり、子育て支援の充実を県の魅力とし
　て積極的に発信すべき。
・教員の働き方については業務の線引きやメリハリを示すことが、教員志望者の確保にも
　つながるのではないか。
（岩武委員）
・教育は社会にとって重要であり、時代の課題に対応した予算措置を着実に進めることが
　必要。
・教員の働き方については、超勤縮減の取組や外部人材の活用など、私立学校の事例も参
　考としながら、教員の意識改革を進めていくことも大切である。
（岡田委員）
・スクールカウンセラー増員など相談体制の充実は重要であり、配置人数と相談件数の状
　況を見ながら適切な体制を検討してもらいたい。
・子育て世帯の教育費負担について、入学準備など一時的に大きな負担が生じる場面への
　支援も検討できるのではないか。
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